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　2016年は人工知能（AI）という言葉をよ

く耳にした。AIの研究は長い歴史を持って

いるが、最近、技術的なブレークスルーがあ

り、今は第3次AIブームなのだそうだ。過

去のブームが学術的なもので終わっていたの

に対し、今回はそのブレークスルーによって

AIが実用化のレベルを高めている。ブレー

クスルーとは、機械学習やディープラーニン

グ（深層学習）といった技術の格段の進化で

ある。

　これまでは、人間が与えたルールにのっ

とって処理・判断するにとどまっていた機

械が、サンプルとなるデータを基に学習し、

ルールや知識を自ら導き出せるようになって

きた。さらに、何に注目して学習すればよい

かという、注目すべき特徴まで機械が自分で

見つけるのがディープラーニングだという。

人間の子供が、見聞きする事象の中から世の

中のルールを見つけて成長していくように、

機械が多くのデータに接することでどんどん

賢くなっていくというわけだ。

　面白いのは、世の中に豊富に存在するデー

タが機械の学習に大きく貢献している点だ。

人間は五感を使って身の回りの情報をそのま

まの形で処理し学習していくことができる

が、機械は、機械が認識できるデータの形で

しか情報を処理できない。今は膨大な量の画

像データや音声データ、テキストデータがイ

ンターネット上にアクセス可能な状態で存在

し、機械はそれを利用して自ら学習すること

ができるのだ。

　ディープラーニングが注目されるように

なったのも、動画投稿サイトのYouTubeか

ら1千万枚の画像を切り取ってコンピュータ

に入力し、コンピュータに猫の顔を認識させ

ることに成功したというニュースがきっかけ

だった。インターネットはすっかり日常的な

存在になり、今ではそれがなかったころのこ

とを思い出せないほどだが、YouTubeが登

場した2005年よりも前には、1千万枚の画

像をデータとして集めることなどとても現実

的ではなかった。AIの進歩は、技術の進歩

だけでなく学習機会の豊富さにもよるという

わけである。

　インターネット社会となった今、生活者が

誰でも気軽にさまざまなサービスにアクセ

スするようになっている。サービスの提供側

も、クラウド（インターネット）上でサービ

スを立ち上げれば、多くの利用者と、その利

用者が提供してくれる膨大なデータを手に入

れることが容易である。この点が、AIとク

ラウドサービスの相乗効果を生む。すなわ
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ち、AI 機能を持ったクラウドサービスが提

供され、サービスに参加した利用者がデータ

を提供する。サービスの側はそのデータを基

に AI の機械学習のスキルを上げ、それをま

たサービスの利用者にフィードバックすると

いうサイクルだ。利用者参加型 AI サービス

とでもいえようか。

　スマートフォンを利用した経路案内サービ

スなどはその一例である。数社がサービスを

提供しているが、ルート設定と予想時間が感

心するほど正確に出てくる。それは、利用者

がサービスを受ける一方で自分の位置情報、

時間情報を提供しているからであり、それが

サービスの質の向上と持続的な成長の源泉に

なっている。

　さて、今号の特集テーマは「クラウド化が

進むインダストリアル IT」である。これま

でのように個々の企業が独自にシステムを構

築するのではなく、各業界において特有のク

ラウドサービスが発達してきたことを背景

に、業界としてクラウドサービスを利用する

ようになってきた欧米の動きが紹介されてい

る。業界における利用が進めば、企業間の高

度な業務連携、業務の効率化、コスト低減が

可能になるという話である。

　この、業界を挙げてのクラウドサービス

の利用が進むと、生活者が恩恵を受け始め

ている前述の利用者参加型 AI サービスと同

じように、インダストリアル IT の世界も変

わってくるのではないか。利用企業が増えれ

ば、それだけ多くデータが蓄積される。業

務活動で発生するデータだけではなく、IoT

（Internet of Things。モノのインターネット

とも呼ばれ、さまざまな機器やセンサーがイ

ンターネットを通じてつながることを指す）

によっても有用なデータが取得される。製造

ラインのデータ、物流における物の移動デー

タ、オフィスや売り場におけるセンサーの

データ、これらが企業単位だけではなく業界

として蓄積されると、企業活動における AI

活用もさらに進むのではないか。例えば、自

動車は世界中の自動車から運転技術を学ぶこ

とでより安全になり、飛行機は世界中の飛行

機のルートと燃費を学習することで最も効率

的な飛行ルートを選び、工場の生産ラインは

より安価で高品質な原材料を見つけて自律的

に発注するようになる。工場では、これまで

機械で再現することが難しかった熟練工の技

術も、AIが学習しロボットが代替していく。

　このようにインダストリアルITがAIによっ

て大きく変わっていくのは間違いないが、ま

ずは、わが家のお掃除ロボットが世界中の掃

除ノウハウを習得して、その力を遺憾なく発

揮してくれる日が待ち遠しい。

　将来は、画像や音声を知覚する視覚、聴覚

だけでなく、味覚、嗅覚、触覚も機械が人に

代わって処理できるようになりそうだ。クラ

ウドを活用した AI は、人間が五感を使って

そうしているように、将来は全世界に張り巡

らされたデバイスを使って膨大な情報を処理

することになるのだろうか。機械が、情報の

処理という点で人間をはるかにしのぐ存在に

なる日は、そう遠くないのかもしれない。

　未来は思ったよりも速いスピードで近づい

て来る。第六感を持った AI が人間をコント

ロールする日が来ないことを祈りたい。 ■
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